
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年 ５月３１日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：ニワトリ幼雛において、興奮性神経伝達を制御する物質の脳内投

与が摂食行動に及ぼす影響は、成長やストレス感受性が大きく異なる系統間に明らかな違

いが認められている。そこで、ニワトリ幼雛において、成長やストレス感受性と関連する

物質代謝が脳内興奮性神経伝達により調節されるのかを調べた。その結果、糖代謝の関与

を明らかにした。しかしながら作用機構は不明な点が多く、更なる研究の必要性が示唆さ

れた。 
 
研究成果の概要（英文）：In neonatal chicks, effects of centrally injected excitatory 
neurotransmission regulators on feeding behaviors were clearly different among the 
strains that are different in growth and stress sensitivity.  In the present study, we 
investigated whether metabolisms that could be linked to growth and/or stress sensitivity 
were regulated by excitatory neurotransmission in neonatal chicks.  We clarified 
regulation of glucose metabolism by the excitatory neurotransmission in neonatal chicks.  
Further studies should be done to clarify the regulatory mechanisms.     
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１．研究開始当初の背景 
 ニワトリ幼雛において、興奮性神経伝達

修飾物質の脳内投与が摂食行動に及ぼす影

響は、成長やストレス感受性が大きく異な

る系統間に明らかな違いが認められている。

このことは、これら系統間における脳内興

奮性神経伝達制御機構に違いがあることを

示唆しているが、不明な点が多い。 

 
２．研究の目的 
 ニワトリ幼雛において、成長やストレス
感受性と関連する物質代謝が脳内興奮性神
経伝達により調節されるという仮説を立て、
検証した。 
３．研究の方法 
 (1)ニワトリ幼雛において、興奮性神経伝
達における主要な受容体のひとつである
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N-メチル-D-アスパラギン酸(NMDA)受容体
(NMDA-R)拮抗薬の脳内投与が、直腸温、脳
内物質（アミノ酸およびモノアミン）およ
び血中成分（ミネラル、糖、脂質代謝関連
物質およびコルチコステロン）に及ぼす影
響を調べた。 
(2)幾つかの内因性 NMDA-R 調節物質分析系
を確立し、ニワトリ幼雛の脳内含量を調べ
た。 
(3)ニワトリ幼雛において、内因性の NMDA
受容体作動物質のひとつである D-アスパ
ラギン酸の脳内投与が、代謝に強い影響を
及ぼしうる単離ストレス状況下の行動に及
ぼす影響を調べた。 
 
４．研究成果 
(1)NMDA-R 拮抗薬の脳内投与により、血

中グルコースが有意に増加した。したがっ
て、脳内 NMDA-R は糖質代謝を制御する可能
性が示唆された。また、脳内モノアミンお
よびアミノ酸代謝や、その他の血中成分（ミ
ネラル、コルチコステロンおよび脂質関連
物質）および直腸温に影響を与えなかった。
今後、作用機構解明のためには、阻害物質
だけでなく、作動物質がおよぼす影響の研
究も進めていく必要があると考えられる。 
(2) D-アスパラギン酸および D-セリン定

量系の確立に成功した。そこで、これら物
質のラット、マウスおよびニワトリ脳内含
量を分析したところ、げっ歯類に比して、
ニワトリの D-セリン含量が著しく低いこ
とが判明した。したがって、ニワトリでは、
げっ歯類とは違う作用機構で NMDA-R の機
能調節が行われている可能性が示唆された。 

(3) ニワトリ幼雛において、内因性の
NMDA-R 作動物質のひとつである D-アスパ
ラギン酸の脳内投与は、単離ストレス状況
下において鎮静作用を有するが、その作用
機構は、同じく NMDA-R 作動物質のひとつで
ある L-アスパラギン酸とは異なることを
明らかにした。また、脳内モノアミン含量
に影響を与えなかったが、モノアミン神経
と無関係であると結論づけるには不十分で
あり、作用機構解明のために更なる研究の
必要性が示唆された。 
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